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８．複素数と方程式

８－１．複素数と 2 次方程式

８－１－３．解と係数の関係

８－１－３－３．2 数を解とする 2 次方程式

a 、b 、 c を実数（ 0a ）とする。2 次方程式 02  cbxax の 2 解を 、  とすると、

a
b

  、
a
c



であるから、とくに 1a のときは

  b 、 c
となる。したがって、次のことがいえる。

2 数を解とする 2 次方程式

2 数 、  を解とする 2 次方程式の 1 つは

  02   xx

（例）

532  、 632 
であるから、 2 と3を解とする 2 次方程式の 1 つは

0652  xx

（例）

    211  ii 、    211  ii
であるから、 i1 と i1 を解とする 2 次方程式の 1 つは

0222  xx
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